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　松平地域の人口は、1985年以降に松平団地や

九久平団地等の団地が整備されたことで、地域

人口は増加の一途を辿っていましたが、2012年

2 月にピークの 10,595人となって以降は減少に

転じています。

　また、地域の高齢化率は27.1％、年代別では

50代が多いため、今後更なる少子高齢化が進行

していくことが予想されます。

人口 9,430 人

面積 43.59km2

年代別人口（2022年1月1日時点）
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第２次松平地域まちづくり構想 地域課題を整理し、松平地域の
活性化の方向性を示す

今後10年
の見通し
今後10年
の見通し

前期実践計画 後期実践計画

構想実現に向けた実践計画  ※5年後の見直し

実施する事業は個別に指標・目標を定め、
進捗管理を行っていく 中間

見直し

●まちづくりの基本的な考え方
・松平の将来像　・めざす姿　・方針と取組

●実施する事業
・事業の優先順位　・事業内容

前期実践計画
（2023年～27年度）
後期実践計画

（2028年～32年度）

第２次
松平地域

まちづくり構想

出典：人口「豊田市オープンデータ小・中学校区別人口・世帯数」（2022年1月1日現在）より
         森林「愛知県　愛知県森林簿」から集計（2020年度地域森林計画対象民有林※）
　　  ※森林の約９割が地域森林計画対象民有林に該当
参考：農地　農業委員会調べ（2022年3月1日現在）

男性：4,774人
女性：4,656人
世帯：3,450世帯

農地：　３.４４㎢（ 田2.18㎢、畑1.26㎢ ）、耕作放棄地　0.9㎢
森林：３２.２４㎢（ 天然林19.65㎢、人工林9.89㎢、その他約2.7㎢ ）

人口推移
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出典：（1985年～2005年）総務省「国勢調査」、（2010年～2022年）豊田市「豊田市オープンデータ 小・中学校区別人口・世帯数」（各年1月1日現在）
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松平地域の
データ

第２次松平地域まちづくり構想についてⅠ
松平地域まちづくり構想の目的・背景

構想の要旨・期間

　第１次松平地域まちづくり構想は、2009年度に松平地域会議と松平地域まちづくり

対策協議会が協力して策定しました。

　第１次松平地域まちづくり構想が策定されてから１３年が経過し、松平地域を取り

巻く社会環境が変化してきたことから、この度、第２次松平地域まちづくり構想の策

定を行うこととしました。

　策定に当たっては、前構想同様、松平地域会議と松平地域まちづくり対策協議会か

ら選出された委員に、次代を担う住民の方を加えた策定部会を設け、2021年度から 2

年間作業を行いました。

　第２次松平地域まちづくり構想は、第１次松平地域まちづくり構想で取り組んでき

たことや地域の現状・課題などを整理し、地域の活性化が進むよう、住民が主役のま

ちづくりを実現していく構想としていきます。
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構想策定①

病気を自ら予防し健康増進を図る事業②

通学路の安心安全の推進を図る事業③

地域生活交通の充実を図る事業④

河川・里山環境の
維持改善を図る事業 ⑤

松平地域資源を生かした
魅力づくり事業 ⑥

持続可能な松平防災事業⑦

松平移住定住促進事業⑧

第２次 構想策定

※地域予算提案事業
（2022年度～地域課題解決事業）とは

　住みやすい地域づくりのために、地域で共
通認識された課題解決策を、市の施策に的確
に反映させ、効果的に地域課題を解消するた
めの仕組みです。事業の実施に当たっては地
域会議（中学校区エリア）での合意形成を必
要とするとともに、地域と行政との役割分担
に基づく共働の取組を基本としています。

これまでの取組Ⅱ
地域予算提案事業（2022年度～地域課題解決事業）

これまでの取組の評価

道路・河川整備の取組

　第１次松平地域まちづくり構想策定以降、次の地域予算提案事業（2022年度～地域課題解決
事業）※に取り組んできました。

松平バイパスや巴川越水対策を始め、多くの道路・河川整備が行われています。

　第１次松平地域まちづくり構想の

各取組について、住民アンケートを

実施しました。

　地域が主体的に取り組んできたこ

とや、地域と行政が共働で取り組ん

だ結果、多くの項目が従前と比べて
「良くなった」と評価されています。

※過疎対策は、松平地区定住委員会

（ 2019年度発足）による空き家の発

掘、定住委員会のホームページによ

る松平暮らしの紹介などを順次始め

ています。

問　各項目が10年前と比べてどのように変化したと思いますか。

あいさつの推進

松平地域全体のイベントの開催

松平地域内の農山村地域住民と団地住民の交流

防犯活動の実施

集落での将来の話合い、お役の負担軽減

過疎対策

地元受入れ体制の整備（空き家の活用）

ともえ号の利便性向上

通学路の支障木の伐採

幹線道路や生活道路の整備

防災対策・活動の実施

ヘルスサポートリーダーの育成

地域主体の健康づくりの促進

ウォーキングによる健康づくりの充実

伝統芸能の継承

里山や川に親しむ機会の創出

ホタルの育成を通じた自然学習

里山の整備

松平氏遺跡を中心とした観光振興

観光地・観光イベントの充実

観光コースづくり

悪くなった 良くなった

4.0-2.0 -1.0 0 1.0 2.0 3.0
（pt）
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県道松平志賀中金線県道松平志賀中金線 県道岡崎足助線県道岡崎足助線国道301号線（松平志賀町）国道301号線（松平志賀町）

国道301号線（九久平町）国道301号線（九久平町）

市道中垣内九久平1号線市道中垣内九久平1号線

県道加茂川志賀線県道加茂川志賀線

県道坂上花沢線県道坂上花沢線

国道301号線（林添町）国道301号線（林添町）

市道滝脇日影１号線市道滝脇日影１号線

案内看板改修

防災意識啓発活動

河川水質調査 不法投棄防止看板

防災マニュアル等整備

定住委員会周知活動

松平ともえ号利便性向上

通学路支障木伐採
青色防犯
パトロール活動

竹粉砕機の購入・活用

インボディの
購入・活用

ぬりえ

ウオーキングイベント ヘルスサポートリーダー
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アンケート調査から見える地域の課題・問題点
●買い物場所や公共交通手段が少ない　　　　　●地震や風水害時の土砂や倒木、川の氾濫が心配

●交通量が多く、歩道がないなど通学時が心配　●高齢になった後の生活が不安

●道路沿いの草木で見通しが悪い、危険　　　　●子どもが遊べる場所、子育て環境が足りない　

●山林が放置されて景観が悪い、倒木が心配　　●イノシシやシカに田畑を荒らされる

団体ヒアリングから見える地域の課題・問題点
●少子高齢化に伴う自治区運営の負担増　　　　●地域の伝統・文化が継承されていかない

●高齢者単身世帯が増加傾向　　　　　　　　　●災害時の準備や地域内の体制が不十分

●地域の人が交流できる機会の減少　　　　　　●少子化に伴う学校運営の心配、保護者の負担増

●通学時の見守り不足、交通事故の心配　　　　●観光としての景観、駐車場等の基盤不足　

若者
流出

人手
不足

交通
手段 買い物 道路 住環境×生活環境

子育て 交流 高齢者 福祉 健康 子育て×交流×福祉

交通
安全 防犯 防災 消防 安全×防災

農地 歴史
文化 観光 地域愛 自然×歴史・文化×地域

将来像

めざす姿・方針

みんな元気で笑い合う 魅力あるまち 松平

●①住み続けたいまち  松平 1 定住・移住（空き家、情報発信など）

2 生活環境（交通、買い物、道路など）

1 交通・防犯（見守り、青パトなど）

2 地域防災力（防災意識、団体連携など）

1 自然共存（里山、農地、鳥獣害など）

2 歴史・文化（歴史・文化、地域資源など）

1 子育て環境（交流、場所、相談支援など）

2 住民交流（地域イベントなど）

3 地域福祉（ささえあい、健康促進など）

方針（取組）めざす姿

●②笑顔あふれるまち  松平

●③安心・安全なまち  松平

●④誇れるまち  松平

課題・問題点の分類

松平地域の課題・問題点の整理Ⅲ
松平地域の課題・問題点の整理
　松平地域の現状と新たな地域の課題を確認するために、住民へのアンケート調査、地域の各

団体へのヒアリング調査を実施し、次のような地域の課題・問題点が確認できました。

今後のまちづくりについてⅣ
第２次松平地域まちづくり構想の将来像・めざす姿
　地域課題を整理し、第２次松平地域まちづくり 構想で地域の将来像、今後のまちづくりの方

向性を表す 4つのめざす姿を定めました。










